












要約 新生児マス・スクリーニングにて発見された先天性副腎過形成症患児 4 例の成長,

発達,臨床経過,治療について検討した。最も長期に経過観察している患児は塩喪失型 9歳

男児で,マス・スクリーニング開始直後に発見された。そのほか単純男性化型 7歳 4ヵ月女

児,型不明 4歳 5ヵ月男児,塩喪失型 1歳 9ヵ月男児である。いずれの症例とも身長,体重と

もに-1SD～+1SD の範囲であり,骨年令も歴年令相当かやや遅延しており骨成熟促進は認め

ない。治療量は Hydrocortisone O.6～1.O ㎎/kg/day(16.9～22.0 ㎎/㎡/day),Florinef 

O.002～0.005 ㎎/kg/day であり年長児ほど治療量が少ない傾向であった。検査所見では血

清電解質,17-OHP,Testosterone,PRA,ACTH はいずれも正常範囲であり良好な経過であった。

精神発達について検討した 2症例は発達指数 121,11O,と良好であった。 


